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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
他の遮水シートと接続すべき辺の各々の端縁が上下に整列するように配置された複数の層
からなる遮水シートであって、
　第１保護層と、
　前記第１保護層の上面に重ね合わさると共に前記端縁から第１距離の範囲を除き前記第
１保護層の上面に接着された第１遮水層と、
　前記第１遮水層の上面に重ね合わさると共に前記端縁から第１距離の少なくとも１．３
倍の第２距離の範囲を除き前記第１遮水層の上面に接着された第２保護層とを備えた、遮
水シート。
【請求項２】
前記第２保護層の上面に重ね合わさると共に前記端縁から第２距離の少なくとも１．３倍
の第３距離の範囲を除き前記第２保護層の上面に接着された第２遮水層と、
　前記第２遮水層の上面に重ね合わさると共に前記端縁から第３距離の少なくとも１．３
倍の第４距離の範囲を除き前記第２遮水層の上面に接着された第３保護層とを更に備えた
、請求項１記載の遮水シート。
【請求項３】
互いに同一の複数の層からなる第１遮水シートと第２遮水シートとを前記層の各々の端縁
を重ね合わせて一体化する遮水シートであって、
　前記第１遮水シートは、
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　第１保護層と、
　前記第１保護層の上面に重ね合わさると共にその前記端縁が第１保護層の前記端縁より
外方に第１突出距離だけ突き出るように配置され、前記第１保護層の前記端縁から第１距
離の範囲を除き前記第１保護層に接着された第１遮水層と、
　前記第１遮水層の上面に重ね合わさると共にその前記端縁が第１遮水層の前記端縁より
外方に第２突出距離だけ突き出るように配置され、前記第１遮水層の前記端縁から前記第
１距離と前記第１突出距離とを加えた距離の少なくとも１．３倍の第２距離の範囲を除き
前記第１遮水層に接着された第２保護層とを備え、
　前記第２遮水シートは、
　第１保護層と、
　前記第１保護層の上面に重ね合わさると共にその前記端縁が第１保護層の前記端縁より
前記第１突出距離に相当する第１凹み距離だけ内方に位置するように配置され、前記第１
保護層に接着された第１遮水層と、
　前記第１遮水層の上面に重ね合わさると共にその前記端縁が第１遮水層の前記端縁より
前記第２突出距離に相当する第２凹み距離だけ内方に位置するように配置され、前記第１
遮水層に接着された第２保護層とを備えた、遮水シート。
【請求項４】
前記第１遮水シートは更に、
　前記第２保護層の上面に重ね合わさると共にその前記端縁が第２保護層の前記端縁より
外方に第３突出距離だけ突き出るように配置され、前記第２保護層の前記端縁から第２距
離と前記第２突出距離とを加えた距離の少なくとも１．３倍の第３距離の範囲を除き前記
第２保護層に接着された第２遮水層と、
　前記第２遮水層の上面に重ね合わさると共にその前記端縁が第２遮水層の前記端縁より
外方に第４突出距離だけ突き出るように配置され、前記遮水層の前記端縁から前記第３距
離と前記第３突出距離とを加えた距離の少なくとも１．３倍の第４距離の範囲を除き前記
第２遮水層に接着された第３保護層とを備え、
前記第２遮水シートは更に、
　前記第２保護層の上面に重ね合わさると共にその前記端縁が第２保護層の前記端縁より
前記第３突出距離に相当する第３凹み距離だけ内方に位置するように配置され、前記第２
保護層に接着された第２遮水層と、
　前記第２遮水層の上面に重ね合わさると共にその前記端縁が第２遮水層の前記端縁より
前記第４突出距離に相当する第４凹み距離だけ内方に位置するように配置され、前記第２
遮水層に接着された第３保護層とを備えた、請求項３記載の遮水シート。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は遮水シートに関し、特に廃棄物処分場や海面埋立処分場に使用する遮水シー
トに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　下記の特許文献１に示されているように、不織布シートよりなる保護層、合成樹脂シー
トよりなる遮水層及び不織布シートよりなる保護層で構成される３層構造の遮水シートに
おいて、各層の端縁部分のみを接着しない構造とし、現場にて対応する各層の端縁部分同
志を接着する方法が提案されている。
【０００３】
　図７はこの方法によって接続された５層構造よりなる遮水シートの接続断面を示した図
である。
【０００４】
　図を参照して、第１遮水シート６１の各層と第２遮水シート６２の各層とが互いに接続
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されて１枚の大きな遮水シートを構成している様子が示されている。
【０００５】
　具体的には、第１遮水シート６１は平面視において矩形シート形状を有しており、５層
構造よりなっている。即ち、矩形シート形状の厚さ５ｍｍのポリエステル製不織布からな
る第１保護層６５ａと、第１保護層６５ａの上面に接着フィルムよりなる第１接着層６６
ａを介して接着された厚さ３ｍｍの塩化ビニル製シートからなる第１遮水層６７ａと、第
１遮水層６７ａの上面に接着フィルムよりなる第２接着層６８ａを介して接着される厚さ
５ｍｍのポリエステル製不織布からなる第２保護層６９ａと、第２保護層６９ａの上面に
接着フィルムよりなる第３接着層７０ａを介して接着される厚さ３ｍｍの塩化ビニル製シ
ートからなる第２遮水層７１ａと、第２遮水層７１ａの上面に接着フィルムよりなる第４
接着層７２ａを介して接着された厚さ５ｍｍのポリエステル製不織布からなる第５保護層
７３ａとから構成されている。
【０００６】
　一方、第２遮水シート６２も同様に第１保護層６５ｂ、第１遮水層６７ｂ、第２保護層
６９ｂ、第２遮水層７１ｂ、第５保護層７３ｂよりなる各層が第１接着層６６ｂ、第２接
着層６８ｂ、第３接着層７０ｂ、第４接着層７２ｂを介して互いに接着されている。
【０００７】
　そして第１遮水シート６１の長手方向の両辺の端縁から距離Ｌの範囲においては、各保
護層及び各遮水層は接着層によっては接着されない状態に保持されている。同様に第２遮
水シート６２も各保護層及び各遮水層が端縁から距離Ｗの範囲においてお互いに接着層に
よって接着されない状態に保持されている。このように第１遮水シート６１及び第２遮水
シート６２の各々は長手方向の両端縁部分を除き各保護層と各遮水層とが接着層によって
一体化されている。現場の施工時には、３層構造の遮水シートと同様に、最下位の層から
順次対応する層の接着されていない端縁同志を距離Ｔだけ重ね合わせて、熱融着等の接続
方法で接続して一体化されている。この時、接続される層の上の層は上記のように端縁部
分が接着されていないため、内方側に折り返すことによって下の層の接続作業が容易とな
る。
【０００８】
【特許文献１】特開２００４－１５４６９５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上記のような従来の遮水シートの構造では、現場での接続作業時に問題が生じていた。
【００１０】
　図８はこの問題を説明するために図７で示した５層構造よりなる遮水シートの現場での
施工途中の状態を示した断面図である。
【００１１】
　図を参照して、第１遮水シート６１の最下位層である第１保護層６５ａと、第２遮水シ
ート６２の最下位層である第１保護層６５ｂの接続状態が示されている。この状態にあっ
ては、第１保護層６５ａと第１保護層６５ｂとを距離Ｔの範囲だけそれらの端縁を重ね合
わせ、各々の上位の４層をそれぞれ内方側に折り返す必要がある。即ち第１遮水シート６
１にあっては、第１遮水層６７ａ、第２保護層６９ａ、第２遮水層７１ａ及び第５保護層
７３ａを各々の端縁から距離Ｌの範囲だけ内方側に折り返す必要がある。
【００１２】
　しかしながら、これらを同時に内方側に折り返すには、それらの合計厚さが相当厚くな
るため折り返しに多大な力を必要とする。又、折り返した状態で一旦固定する必要がある
ため、折り返した部分の端部に土嚢等の重しを置くなどして折り返した状態を維持しなけ
ればならない。この重しはこれらの４層の折り返した状態の復元力に抗して折り返した状
態を維持する必要があるため必然的に重くなってしまい、その取扱作業に多大な負担がか
かることになる。第２遮水シート６２側においてもこの問題は全く同様である。このよう



(4) JP 4511331 B2 2010.7.28

10

20

30

40

50

に従来の遮水シートの構造にあっては、現場での作業が容易ではなく、又、重しの扱い等
による作業効率の低下をもたらしていた。
【００１３】
　この発明は上記のような課題を解決するためになされたもので、現場での接続作業を容
易とする多層構造の遮水シートを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記の目的を達成するために、請求項１記載の発明は、他の遮水シートと接続すべき辺
の各々の端縁が上下に整列するように配置された複数の層からなる遮水シートであって、
第１保護層と、第１保護層の上面に重ね合わさると共に端縁から第１距離の範囲を除き第
１保護層の上面に接着された第１遮水層と、第１遮水層の上面に重ね合わさると共に端縁
から第１距離の少なくとも１．３倍の第２距離の範囲を除き第１遮水層の上面に接着され
た第２保護層とを備えたものである。
【００１５】
　このように構成すると、第１保護層を接続する際、第１遮水層と第２保護層とは独立的
に折り返して固定することが可能となる。
【００１６】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の発明の構成において、第２保護層の上面に重ね
合わさると共に端縁から第２距離の少なくとも１．３倍の第３距離の範囲を除き第２保護
層の上面に接着された第２遮水層と、第２遮水層の上面に重ね合わさると共に端縁から第
３距離の少なくとも１．３倍の第４距離の範囲を除き第２遮水層の上面に接着された第３
保護層とを更に備えたものである。
【００１７】
　このように構成すると、各層を下の層から順次接続する際、上層の各々を独立的に折り
返して固定することが可能となる。
【００１８】
　請求項３記載の発明は、互いに同一の複数の層からなる第１遮水シートと第２遮水シー
トとを層の各々の端縁を重ね合わせて一体化する遮水シートであって、第１遮水シートは
、第１保護層と、第１保護層の上面に重ね合わさると共にその端縁が第１保護層の端縁よ
り外方に第１突出距離だけ突き出るように配置され、第１保護層の端縁から第１距離の範
囲を除き第１保護層に接着された第１遮水層と、第１遮水層の上面に重ね合わさると共に
、その端縁が第１遮水層の端縁より外方に第２突出距離だけ突き出るように配置され、第
１遮水層の端縁から第１距離と第１突出距離とを加えた距離の少なくとも１．３倍の第２
距離の範囲を除き第１遮水層に接着された第２保護層とを備え、第２遮水シートは、第１
保護層と、第１保護層の上面に重ね合わさると共にその端縁が第１保護層の端縁より第１
突出距離に相当する第１凹み距離だけ内方に位置するように配置され、第１保護層に接着
された第１遮水層と、第１遮水層の上面に重ね合わさると共にその端縁が第１遮水層の端
縁より第２突出距離に相当する第２凹み距離だけ内方に位置するように配置され、第１遮
水層に接着された第２保護層とを備えたものである。
【００１９】
　このように構成すると、第１遮水シートの第１保護層を接続する際、第１遮水層と第２
保護層とを独立的に折り返して固定することが可能となる。第２遮水シートは接続時にい
ずれかの層を折り返す必要が無い。
【００２０】
　請求項４記載の発明は、請求項３記載の発明の構成において、第１遮水シートは更に、
第２保護層の上面に重ね合わさると共にその端縁が第２保護層の端縁より外方に第３突出
距離だけ突き出るように配置され、第２保護層の端縁から第２距離と第２突出距離とを加
えた距離の少なくとも１．３倍の第３距離の範囲を除き第２保護層に接着された第２遮水
層と、第２遮水層の上面に重ね合わさると共にその端縁が第２遮水層の端縁より外方に第
４突出距離だけ突き出るように配置され、遮水層の端縁から第３距離と第３突出距離とを
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加えた距離の少なくとも１．３倍の第４距離の範囲を除き第２遮水層に接着された第３保
護層とを備え、第２遮水シートは更に、第２保護層の上面に重ね合わさると共にその端縁
が第２保護層の端縁より第３突出距離に相当する第３凹み距離だけ内方に位置するように
配置され、第２保護層に接着された第２遮水層と、第２遮水層の上面に重ね合わさると共
にその端縁が第２遮水層の端縁より第４突出距離に相当する第４凹み距離だけ内方に位置
するように配置され、第２遮水層に接着された第３保護層とを備えたものである。
【００２１】
　このように構成すると、第１遮水シートの各層を下の層から順次接続する際、上層の各
々を独立的に折り返して固定することが可能となる。
【発明の効果】
【００２２】
　以上説明したように、請求項１記載の発明は、第１保護層を接続する際、第１遮水層と
第２保護層とを独立的に折り返して固定することが可能となるので、安定した状態で各層
の接続ができるため、遮水シートの信頼性を向上する。
【００２３】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の発明の効果に加えて、各層を下の層から順次接
続する際、上層の各々を独立的に折り返して固定することが可能となるので、層数や厚さ
にかかわらず安定した状態で各層の接続ができるため、遮水シートの信頼性を向上する。
【００２４】
　請求項３記載の発明は、第１遮水シートの第１保護層を接続する際、第１遮水層と第２
保護層とを独立的に折り返して固定することが可能となるので、安定した状態で各層の接
続ができる。又、第２遮水シートはそのままの状態で接続できるため、接続作業が容易で
あると共に遮水シートの信頼性を向上する。
【００２５】
　請求項４記載の発明は、請求項３記載の発明の効果に加えて、第１遮水シートの各層を
下の層から順次接続する際、上層の各々を独立的に折り返して固定することが可能となる
ので、層数や厚さにかかわらず安定した状態で各層の接続ができるため、遮水シートの信
頼性を向上する。又、第２遮水シートはそのままの状態で接続できるため、接続作業が容
易となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　図１はこの発明の第１の実施の形態による遮水シートの概略構造を示した断面図である
。
【００２７】
　図を参照して、第１遮水シート１１及びこれに接続する第２遮水シート１２の各々は２
層の遮水層と３層の保護層とからなる５層構造である点は図７で示した従来の遮水シート
と同一である。即ち、第１遮水シート１１は平面視において矩形シート形状を有しており
、図示しない平面視においてその幅が２ｍ、その長手方向の長さが５０ｍに設定されてい
る。第１遮水シート１１の構造は具体的には矩形シート形状の厚さ５ｍｍのポリエステル
製不織布からなる第１保護層１５ａと、第１保護層１５ａの上面に接着フィルムよりなる
第１接着層１６ａを介して接着された厚さ３ｍｍのポリエチレンシート又は塩化ビニル製
シートからなる第１遮水層１７ａと、第１遮水層１７ａの上面に接着フィルムよりなる第
２接着層１８ａを介して接着される厚さ５ｍｍのポリエステル製不織布からなる第２保護
層１９ａと、第２保護層１９ａの上面に接着フィルムよりなる第３接着層２０ａを介して
接着された厚さ３ｍｍのポリエチレンシート又は塩化ビニル製シートからなる第２遮水層
２１ａと、第２遮水層２１ａの上面に接着フィルムよりなる第４接着層２２ａを介して接
着される厚さ５ｍｍのポリエステル製不織布からなる第５保護層２３ａとから構成されて
いる。
【００２８】
　第１遮水シート１１を構成する５層の各々の端縁は図のように上下に整列するように配
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置されている。このように第１遮水シート１１の基本的な構成は図７で示した従来の遮水
シートと同様であるが、この実施の形態にあっては、第１接着層１６ａ、第２接着層１８
ａ、第３接着層２０ａ及び第４接着層２２ａの施工範囲が大きく異なっている。即ち、第
１遮水層１７ａはその端縁からＬ１の範囲においては第１保護層１５ａに対して第１接着
層１６ａを介して接着されない状態に保持されている。尚、この距離Ｌ１は第２遮水シー
ト１２の各層との重ね代Ｔより大きく設定されている。
【００２９】
　第２保護層１９ａはその端縁から距離Ｌ２の範囲においては第２接着層１８ａによって
第１遮水層１７ａに接着されない状態に保持されている。この距離Ｌ２は距離Ｌ１の２倍
に設定されている。
【００３０】
　第２遮水層２１ａはその端縁から距離Ｌ３の範囲においては第３接着層２０ａによって
第２保護層１９ａに接着されない状態に保持されている。この距離Ｌ３は距離Ｌ２の２倍
に設定されている。
【００３１】
　第５保護層２３ａはその端縁から距離Ｌ４の範囲においては第４接着層２２ａによって
第２遮水層２１ａに接着されない状態に保持されている。尚、この距離Ｌ４は距離Ｌ３の
２倍に設定されている。
【００３２】
　このようにこの実施の形態にあっては第１遮水シート１１を構成する各層は上位の層に
行くに従って端縁から接着されていない距離が大きくなるように設定されている。
【００３３】
　一方、第１遮水シート１１に接続される第２遮水シート１２の構成も第１遮水シート１
１と全く同様に設定されている。
【００３４】
　図２は図１の第１遮水シート１１及び第２遮水シート１２の現場での接続状態を示した
断面図である。
【００３５】
　図を参照して、この図にあっては、第１遮水シート１１の最下位層である第１保護層１
５ａと第２遮水シート１２の最下位層である第１保護層１５ｂとを接続する時点の状態を
示している。接続に際しては、まず第１遮水シート１１の最上位層である第５保護層２３
ａに対して、端縁から第２遮水層２１ａに接着されていない部分を折り返し部３２として
内方側に折り返す。即ち、第５保護層２３ａは端縁から距離Ｌ４の範囲の部分が折り返し
部３２として折り返されることになる。そして図示しない重しを折り返し部３２の上面に
設置することによって折り返された状態が保持される。この折り返し部３２は第５保護層
２３ａの１層のみであるため、重しは軽いもので良いためその取り扱いが容易となる。
【００３６】
　次に、第５保護層２３ａの折り返しによって露出した第２遮水層２１ａに対して、その
端縁から第３接着層２０ａによって第２保護層１９ａに接着されていない部分を折り返し
部３０として第２遮水層２１ａの上面に折り返す。この時距離Ｌ４は距離Ｌ３の２倍に設
定されているため、折り返し部３０は第５保護層２３ａに接触することなく容易に折り返
すことが可能となる。そして折り返し部３０の上面に重し３１を設置することによってこ
の状態が保持される。折り返し部３０も１層であるため、その折り返しが容易となると共
に重し３１の重量も軽減する。
【００３７】
　次に、同様に第２遮水層２１ａの折り返しによって露出した第２保護層１９ａに対して
、その端縁から距離Ｌ２の範囲を内方側に折り返して折り返し部２８ａとし、その折り返
し部２８ａの上に重し２９を設置することによってこの折り返した状態が保持される。こ
の場合も距離Ｌ３が距離Ｌ２の２倍に設定されているため、折り返し部２８の先端が第２
遮水層２１ａに接触することなくスムーズに折り返すことが可能となる。
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【００３８】
　更に、同様に第２保護層１９ａの折り返しによって露出した第１遮水層１７ａに対して
、その端縁から距離Ｌ１の範囲を内方側に折り返して折り返し部２６ａとし、その上に重
し２７ａを設置することによってこの折り返した状態が保持される。この場合も同様に距
離Ｌ２が距離Ｌ１の２倍に設定されているため、折り返し部２６ａの先端が第２保護層１
９ａに接触することなく容易に折り返すことが可能となる。
【００３９】
　一方、第２遮水シート１２においても第１遮水シート１１と全く同様に第１保護層１５
ｂより上の４層を内方側に折り返し、各々の折り返し部に重しを設置することによって折
り返した状態を保持する。このようにして露出した第１遮水シート１１の第１保護層１５
ａと第２遮水シート１２の第１保護層１５ｂとを距離Ｔの範囲だけ重ね合わせるように設
置する。そして第１保護層１５ａと第１保護層１５ｂとを熱融着等の接続方法によって接
続してこれらを一体化する。
【００４０】
　次に、折り返されていた第２遮水シート１２の折り返し部２６ｂを第１保護層１５ａの
上に戻し、同様に折り返されていた第１遮水層１７ａの折り返し部２６ａを第１遮水層１
７ｂの上に戻してこれらを重ね合わせる。この時、折り返し部２６ｂの下面と第１保護層
１５ａの上面及び第１保護層１５ｂとの非接着面を接着しておくことが好ましい。この部
分を接着すると、折り返し部２６ｂの接続時に端部のずれを防止することができると共に
その部分の空気溜りを除去できるため、接続によって一体となった遮水シートの海中への
沈下が容易となるからである。この折り返し部の下面の接着は、以後の各層の折り返し時
においても同様の効果を奏するため、各層の接続時に全て実施することが好ましい。この
ようにして重ね合わされた第１遮水層１７ａと第１遮水層１７ｂとを自動式溶着機で熱融
着する。熱融着によって一体化された第１遮水層１７ａと第１遮水層１７ｂとの接合部に
対して加圧検査や減圧検査によって接合状態の検査を行う。
【００４１】
　検査によって第１遮水層１７ａと第１遮水層１７ｂのシール性が確認された後に、第２
保護層１９ｂの折り返し部２８ｂを第１遮水層１７ａの上に戻し、更にその上に第２保護
層１９ａの折り返し部２８ａを戻してこれらを重ね合わせる。そしてこれらを熱融着等の
接続方法によって接続してこれらを一体化する。
【００４２】
　以下同様に第２遮水シート１２の第２遮水層２１ｂと第１遮水シート１１の第２遮水層
２１ａとを戻して重ね合わせこれらを自動式溶着機で熱融着する。そして同様に加圧検査
や減圧検査によってそのシール性が確認された後に、第２遮水シート１２の第５保護層２
３ｂと第１遮水シート１１の第５保護層２３ａとの各々の折り返し部分を元に戻してこれ
らを接続し、これらを一体化することによって第１遮水シート１１と第２遮水シート１２
との接続が完了する。
【００４３】
　図３はこのようにして接続された第１遮水シート１１と第２遮水シート１２との接続状
態を示した断面図である。
【００４４】
　図を参照して、第１遮水シート１１の各々の層と第２遮水シート１２の各々の層とが対
応する層同志が距離Ｔの範囲において接続されている。このようにしてこの実施の形態に
よる遮水シートの構造であれば、遮水シートを構成する層が更に増加する場合であっても
、その最下位層から順次上位に向かって各層を容易に接続することが可能となる。
【００４５】
　図４はこの発明の第２の実施の形態による遮水シートの概略構造を示した断面図である
。
【００４６】
　図を参照して、この実施の形態にあっては、第１遮水シート１１とこれに接続する第２
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遮水シート１２の各々は３層構造よりなっているが、その端縁部分の構造が互いに異なっ
ている。
【００４７】
　第１遮水シート１１は矩形シート形状の厚さ５ｍｍのポリエステル製不織布からなる第
１保護層１５ａと、第１保護層１５ａの上面に重ね合わせると共にその端縁が第１保護層
１５ａの端縁より外方に第１突出距離Ｗ１だけ突き出るように配置され、第１保護層１５
ａの端縁から第１距離Ｌ１の範囲を除き第１保護層１５ａに接着フィルムよりなる第１接
着層１６ａを介して接着された厚さ３ｍｍのポリエチレンシート又は塩化ビニル製シート
からなる第１遮水層１７ａと、第１遮水層１７ａの上面に重ね合わせると共にその端縁が
第１遮水層１７ａの端縁より外方に第２突出距離Ｗ２だけ突き出るように配置され、第１
遮水層１７ａの端縁から第１距離Ｌ１と第１突出距離Ｗ１とを加えた距離の２倍の第２の
距離Ｌ２の範囲を除き第１遮水層１７ａに接着フィルムよりなる第２接着層１８ａを介し
て接着された厚さ５ｍｍのポリエステル製不織布からなる第２保護層１９ａとから構成さ
れている。
【００４８】
　一方、第２遮水シート１２は、矩形シート形状の厚さ５ｍｍのポリエステル製不織布か
らなる第１保護層１５ｂと、第１保護層１５ｂの上面に重ね合わせると共にその端縁が第
１保護層１５ｂの端縁より第１突出距離Ｗ１に相当する第１凹み距離Ｓ１だけ内方に位置
するように配置され、第１保護層１５ｂに接着フィルムよりなる第１接着層１６ｂを介し
て接着された厚さ３ｍｍのポリエチレンシート又は塩化ビニル製シートからなる第１遮水
層１７ｂと、第１遮水層１７ｂの上面に重ね合わせると共にその端縁が第１遮水層１７ｂ
の端縁より第２突出距離Ｗ２に相当する第２凹み距離Ｓ２だけ内方に位置するように配置
され、第１遮水層１７ｂの上面に接着フィルムよりなる第２接着層１８ｂを介して接着さ
れた厚さ５ｍｍのポリエステル製不織布からなる第２保護層１９ｂとから構成されている
。
【００４９】
　図５は図４で示した遮水シートの現場での接続の状態を示した断面図である。
【００５０】
　図を参照して、第１遮水シート１１と第２遮水シート１２とを接続するにあたっては、
まず第１遮水シート１１の第２保護層１９ａをその端縁から第１遮水層１７ａと接着され
ていない範囲を折り返し部２８として内方側に折り返し、その上面に重し２９を設置する
ことによって折り返し状態を保持する。第２保護層１９ａの折り返しは１層のみであるた
め容易に折り返され、又、折り返し状態を保持する重し２９の重量も軽減される。
【００５１】
　次に第２保護層１９ａの折り返しによって露出した第１遮水層１７ａを、その端縁から
第１保護層１５ａに接着されていない範囲を折り返し部２６として内方側に折り返し、そ
の上に重し２７を設置することによって折り返し状態が保持される。この時第２距離Ｌ２

は第１距離Ｌ１に第１突出距離Ｗ１を加えた距離の２倍に設定されているため、折り返し
部２６の先端が第２保護層１９ａに接することはない。又、第１遮水層１７ａも折り返す
のは１層のみであるため容易に折り返され、又、その状態を保持する重し２７の重量を軽
減することが可能となる。
【００５２】
　次に第１遮水層１７ａの折り返しによって露出した第１保護層１５ａを第１凹み距離Ｓ

１によって露出している第２遮水シート１２の第１保護層１５ｂの上面に距離Ｔだけ重ね
合わせるように設置する。この時第２遮水シート１２側にとっては第１遮水層１７ｂが第
１凹み距離Ｓ１だけ内方側にその端縁が位置しているため、第１保護層１５ａの端縁部分
の第１保護層１５ｂの上への設置の障害となるものはない。
【００５３】
　この状態で第１保護層１５ａの端縁部分と第１保護層１５ｂの端縁部分とを熱融着等の
接続方法によって接続してこれらを一体化する。次に第１遮水層１７ａの折り返し部２６
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を第１保護層１５ａ側に戻す。この場合も先の実施の形態と同様に、折り返し部２６の下
面と第１保護層１５ａの非接着面と第２保護層１５ｂの露出面とを接着しておくことが、
折り返し部２６のずれと空気溜りとを防止できるため好ましい。この折り返し部の下面の
接着は、以後の各層の折り返し時においても同様の効果を奏するため、各層の接続時に全
て実施することが好ましい。この時、第１遮水層１７ａの端縁は第１保護層１５ａの端縁
より第１突出距離Ｗ１だけ外方側に突き出ているため、第１遮水層１７ａの端縁は第１遮
水層１７ｂの端縁部分の上に距離Ｔの範囲で重ね合わされることになる。この状態で第１
遮水層１７ａと第１遮水層１７ｂとを自動式溶着機で熱融着する。そしてこの接合部に対
して加圧検査や減圧検査によって接合状態の検査を行う。
【００５４】
　検査によって第１遮水層１７ａと第１遮水層１７ｂとのシール性が確認された後に、第
２保護層１９ａの折り返し部２８を第１遮水層１７ａ側の上に戻して重ね合わせる。この
時第２保護層１９ａの先端は第１遮水層１７ａの端縁より第２突出距離Ｗ２だけ外方側に
突き出ているため、その端縁は第２保護層１９ｂの端縁部分に距離Ｔの範囲で重なること
になる。この状態で第２保護層１９ａと第２保護層１９ｂとを熱融着等の接続方法により
接続してこれらを一体化することによって、第１遮水シート１１と第２遮水シート１２と
の接続が完了する。
【００５５】
　図６はこのようにして一体化された第１遮水シート１１と第２遮水シート１２との接続
状態を示した断面図である。
【００５６】
　図を参照して、各層の接続位置は先の実施の形態とは異なり上下に整列されておらず、
斜め方向に位置することになる。この実施の形態にあっては、先の実施の形態とは異なり
第１遮水シート１１の各層のみを折り返すだけでよく、第２遮水シート１２については全
く折り返す必要がない。そのため、全体としての接続作業の効率が向上する。
【００５７】
　又、この実施の形態にあっては、３層構造の遮水シートとしているが、先の実施の形態
と同様に５層構造のものであっても、同様の考え方で第１遮水シート１１側のみを折り返
すことによって容易に第２遮水シート１２と接続して、５層構造の遮水シートとしてこれ
らを一体化することが可能となる。
【００５８】
　尚、上記の各実施の形態では、上層の接着されていない部分を折り返しているが、折り
返しに代えてその部分を巻き込むようにしてこれを固定しても良い。この場合、各層の接
着しない距離を下層の完全な折り返しを前提として下層の接着しない距離に２倍の係数を
かけるように上記の各実施の形態では設定しているが、このように巻き込むことを考慮す
ると、この係数は少なくとも１．３倍であることが好ましい。ただし、折り返しの方法に
よっては、この係数を１．１倍や１．２倍程度にすることも可能である。
【００５９】
　又、上記の各実施の形態では、各層の折り返した部分を重しで固定しているが、これに
代えて平面ファスナー等を用いて折り返し状態を保持するように構成しても良い。
【００６０】
　更に、上記の各実施の形態では、各層の重ね代はすべて同一としているが、重ね代は各
層毎に異なるように設定しても良い。
【００６１】
　更に、上記の各実施の形態では、遮水層及び保護層の材質や厚さを特定しているが、こ
れらの材質は他の材質であっても良く、又その厚さも他の厚さであっても良いことは言う
までもない。
【００６２】
　更に、上記の各実施の形態では、最大５層よりなる遮水シートの接続を前提としている
が、より多数の層により構成される遮水シートに対しても同様に適用できることは言うま
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【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】この発明の第１の実施の形態による遮水シートの概略構造を示した断面図である
。
【図２】図１で示した遮水シートの接続途中の状態を示した断面図である。
【図３】図２で示した遮水シートの接続が完成した状態を示した断面図である。
【図４】この発明の第２の実施の形態による遮水シートの概略構造を示した断面図である
。
【図５】図４で示した遮水シートの接続途中の状態を示した断面図である。
【図６】図４で示した遮水シートの接続が完成した状態を示した断面図である。
【図７】従来の遮水シートの接続状態を示した断面図である。
【図８】図７で示した遮水シートの接続途中の状態を示した断面図である。
【符号の説明】
【００６４】
　　１１…第１遮水シート
　　１２…第２遮水シート
　　１５…第１保護層
　　１６…第１接着層
　　１７…第１遮水層
　　１８…第２接着層
　　１９…第２保護層
　　２０…第３接着層
　　２１…第２遮水層
　　２２…第４接着層
　　２３…第５保護層
　尚、各図中同一符号は同一又は相当部分を示す。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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